建設業においてメンバー構成や人数の異なる２つのグループでＫＹＭを実施し、その効果を比較した結果から、より効果的にＫＹＴを実施するための留意事項（申、2001）：

①　ＫＹＭの最後に内容のまとめを実施する：
　　ＫＹＭの最後に内容のまとめを実施することで、理解の度合が強まる可能性が示唆された。その際、その目のＫＹＭの要点を記入したＫＹ黒板等を参加者に見せることが有効である可能性も示唆された。
②　受け手の反応・理解度を確認しながらＫＹＭを進行させる：
　　構成メンバーの役職、人数が異なる２つのグループでＫＹＭを実施した場合、その効果に差が生じた。成績が悪かったグループでは、ＫＹＭの進行に当たり、送り手となる職長が、受け手となる作業員に質問をしても、答えが戻ってこないまま進行してしまう一方通行の場面が見られた。職長は、作業員に答えさせることにより、各作業員の理解を確かめながらＫＹＭを進行することが、良好なコミュニケーションの成立において必要である。
③　話題をその都度完結させる：
　　成績が悪かったグループでは、時折、進行役が交代し、作業員との話題が曖昧のまま完結する場面が見られた。ＫＹＭの進行においては、内容が不明確になったり、曖昧になったりしないように、その都度、話題を完結させることが重要であることが示唆された。特に、ＫＹＭにおける進行役を明確にすることによって、内容が不明確になったり、曖昧になったりすることを防ぐ可能性が示唆された。
④　個人の責任を維持できるようにＫＹＭに集中して参加できる人数で実施する：成績が悪かったグループでは､参加人数が多くなったことによって責任が分散し、「社会的手抜き」が表れやすい状況にあった。このような状況を生じさせないためには、参加人数をあまり多くせずＫＹＭを実施するニとが必要であると考えられた。
